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Associated Componentsを用いた
webベースのプレゼンテーション

佐藤 信1

概要：本稿では，Associated Componentsを用いた webベースのプレゼンテーションについて述べる．

Associated Componentsは，webページにおいて関連づけられた情報を提示するための既提案のコンポー

ネントである．例えば，HTML プログラムにおいて HTML 標準規格に定義される文法をそのまま用い

て，ボタン要素に Associated Componentsのための属性を指定することにより複数のボタン要素の動作

の関連づけが可能である．本稿では，Associated Componentsを用いて，説明している内容をグラフィ

カルにポインティングするための手法を提案する．説明にあわせた対話的なポインティングが可能である

ことから，プレゼンテーションの内容の理解を容易にするための有効な手法であるといえる．

Web-based Presentation with Associated Components

Makoto Satoh1

Abstract: This paper describes a web-based presentation method using Associated Components. The
components are proposed for providing associated information on web pages. For example the behav-
iors of multiple button elements can be associated by adding the attributes customized for Associated
Components to the elements, using the syntax defined in the HTML standard for writing the HTML
code. This paper proposes a method for pointing presentation contents graphically using Associated
Components. The method is effective for easy understanding of presentations because it enables in-
teractive pointing in line with presentations.

1. はじめに

本稿では，Associated Components *1 [6], [8] を用いた

webベースのプレゼンテーションについて述べる．Asso-

ciated Componentsは，webページ制作のためのグラフィ

カル・コンポーネントであり，次の特徴をもつ．

• 複数の HTML 要素の動作を連携させることにより，

関連づけられた情報を提示する．

• HTML標準規格 [15] に定義される文法により記述し

たHTMLプログラムにより，Associated Components
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*1Associated Componentsの機能の一部分の実装を公開している．

https://blue0.an.cis.iwate-u.ac.jp/AssociatedComponents

と HTML標準規格に定義される HTML要素 (HTML

ビルトイン要素)が混在した webページを制作可能で

ある．

これ以降では，webページを用いたプレゼンテーション

について述べる．Associated Componentsによりコンポー

ネントの動作を関連づけることにより，説明している部分

をグラフィカルにポインティングするための手法を提案す

る．そして，そこでのポインティングのパターンについて

検討する．視覚的に明瞭なポインティングが可能であるこ

とから，説明内容の理解を容易にするための有効な手法で

あるといえる．

これ以降の構成について説明する．2節では，関連研究

について説明する．Associated Componentsを用いたプレ

ゼンテーションについて，3節において述べる．4節では
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プレゼンテーションのためのコンポーネントの構成例を示

し，検討をおこなう．最後の 5節において本稿のまとめと

今後について述べる．

2. 関連研究

2.1 Associated Componentsによる関連情報の提示

webページで提示される情報には相互に関連をもつもの

が多く，それらの関連を視覚的な情報として分かりやすく

表現するためにグラフィカル・インタフェースの動作を用

いた情報の関連づけがおこなわれる．関連づけには，次の

ような役割がある．

• 　情報構造の明示
• 　補足情報または追加情報の提示
• 　操作の誘導
• 　プレゼンテーションでのポインティング

webページにおいて情報を分かりやすく提示するためには，

情報の関連を提示するためのグラフィカル・インタフェー

スを構築するための研究が重要であるといえる．

例えば，ボタン要素にカーソルをホバーした場合に表示

されるツールチップ*2 [3] [12] は，そのボタンを押下した

場合におこなわれる動作の説明を動的に提示するためなど

に用いられる．ツールチップのような，ユーザ操作に対応

するグラフィカル・コンポーネントの反応は一種の対話で

あり，マイクロインタラクション (microinteractions) [13]

と呼ばれる．対話的操作を含んだ計算機のユーザ体験は，

マイクロインタラクションにより大きく印象づけられると

いえる．

また，PDA(Personal Digital Assistance)の普及に伴い，

フラット・デザイン*3 のように簡潔なデザイン・スタイル

により webページを制作する機会が増加している [2], [11],

[14] ．簡潔なデザインを選択することにより，画面サイズ

が小さく計算性能の低い計算機においても快適なブラウズ

が可能となるが，一方では，デザインを簡潔にすることに

より情報が不足する場合もあることから，それを補うため

の手法が重要であるといえる．

既提案の Associated Components [6], [8] では，複数の

HTML要素の動作を連携させることにより提示される情報

の関連を明確にすることが可能である．一般的には，動作を

含む webページの制作では HTML,CSSおよび JavaScript

を使用するが，Associated Componentsを用いるとHTML

標準規格 [15] に定義されるビルトイン要素 (HTMLビル

トイン要素)と同様の文法により動作を含む webページを

*2ツールチップは，ポップヒントなどとも呼ばれる．バルーンは，

吹き出しにより同様の機能を実現したものである．
*3マテリアル・デザイン [4] が選択される機会も増加している．

制作可能である．webページ制作でよく用いられる言語の

設計では，HTMLにより文書構造を記述，CSSにより外

観を記述，そして，JavaScriptにより動作を記述するとい

うように基本設計がおこなわれている．対話的な操作に応

じて文書構造を変化させる動作については，JavaScriptを

用いて HTMLの文書構造を変更するように記述されるこ

とから，その場合には，文書構造に関連するプログラムが

HTML と JavaScript に分散して記述されることになる．

Associated Componentsを用いると，HTMLのみを用いて

対話的な操作による文書構造の変化の記述が可能となる．

本稿では，web ページを使用したプレゼンテーション

を対象として，Associated Componentsにより複数のコン

ポーネントの動作を関連づけることにより，グラフィカル

な動作により説明している内容をポインティングするため

の手法を提案する．

2.2 エンドユーザ・プログラミング

計算機の普及に伴い，計算機を専門としない一般の方々

がアプリケーション・ソフトウエアの機能をカスタマイズ

する機会が増加している．例えば，表計算ソフトウエアを

使用する場合に，自分の仕事にあわせて専用のスクリプト

を作成することによりソフトウエアの機能をカスタマイズ

することなどがおこなわれる．アプリケーション・ソフト

ウエアのユーザがおこなうこのようなプログラミングは，

エンドユーザ・プログラミング (EUP) [1] と呼ばれる．[1]

において報告されているように，多くの分野において EUP

がおこなわれ，その形態および技術レベルについては様々

なものが存在する．

EUPにおいて用いられる手法は，コンポーネント・ベース

の手法が多数を占めるという調査結果が報告されている [1]．

HTMLプログラムの作成において用いられる HTML要素

はGUI (Graphical User Interface)のためのソフトウエア・

コンポーネントであり，専門家でない方々が簡単な web

ページを自分で制作する，あるいは，専門家に制作してい

ただいた webページの HTMLプログラムに目的にあわせ

て簡単な変更を加えるというような場合も EUPである．

本稿では，インターネットなどのネットワーク経由での

web ページによるプレゼンテーションにおいて，説明し

ている内容をグラフィカルにポインティングするために，

Associated Componentsによる複数の HTML要素の動作

の関連づけ機能を活用する手法を提案する．HTML標準

規格に定義される文法により記述した HTMLプログラム

を作成することにより，視覚的に明瞭なポインティングが

可能な webページを制作可能であることから，Associated

Componentsを用いるとプレゼンテーションのための web

ページ制作のための EUPが容易であるといえる．
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3. Webペースのプレゼンテーション

3.1 Associated Componentsの使用方法

これ以降での説明のために，Associated Componentsの

使用方法について説明する．なお，コンポーネントの設計

については，[6], [7], [8] に説明がある．

リスト 1は，Associated Componentsを使用するHTML

プログラムの例である．このように，HTML標準規格の文

法により記述した HTMLプログラムに Associated Com-

ponents のための記述を追加することにより Associated

Componentsの機能を使用可能である．具体的には，次の

とおりである．

• head 部において，script 要素を用いて Associated

Componentsモジュールを指定する (茶色) *4．

• body部において，Associated Componentsの機能を

用いる HTML要素 (ここではボタン要素)の is属性

に clm-associated-buttonを指定する (緑色)．

以上により，Associated Componentsを使用するための準

備が完了である．なお，Associated Components をデー

タ駆動型 [7] とする場合には，要素属性を head 部の

clm-associated-data-sheet要素に記述する (青色)．

次に，リスト 2のようにAssociated Componentsのため

のカスタム属性およびカスタム・イベント・ハンドラを用

いて，ボタン要素と div要素の動作を関連づける．

• ボタン要素において，data-rId属性により動作を関

連づける要素 (receiver)の IDを，informationArea

と指定する (茶色)．informationAreaは，div要素の

IDである．

• ボタン要素の onmouseover属性において，カーソルが

ホバーした場合の動作として，カスタム・イベント・ハ

ンドラ setRInnerHTMLを指定する．この例では，ホ

バーにより文字列 ’Relaxing design’ が receiver で

ある div要素に設定される．なお，文字のエスケープ

などを適宜おこなうことにより任意の HTMLコード

を設定可能である．設定されたコードを HTMLプロ

グラムとして実行した結果がレンダリングされる．

*4リスト 1 において Associated Components モジュールのパス

を指定している部分 (./AssociatedComponents.js) を，インター

ネットに公開しているモジュールの URI に変更した HTML プログ

ラムを作成すると，インターネット経由で Associated Components

の動作を確認可能である．モジュールには，Associated Compo-

nents の一部分の機能を実装しているが，IPSJ の研究会などで示し

たプログラム例については動作確認が可能である．詳細については，

https://blue0.an.cis.iwate-u.ac.jp/AssociatedComponents

に説明の資料を掲載している．

リスト 1: Associated Components の使用方法 (1)

Listing 1: Usage of Associated Components (1)

<html>

<head>

...

<script

type="module"

src="./AssociatedComponents.js"

></script>

<clm-associated-data-sheet>

Specifying the contents of Data Sheet element.

</clm-associated-data-sheet>

</head>

<body>

...

<button ...

is=’clm-associated-button’

>

</buttton>

</body>

</html>

リスト 2: Associated Components の使用方法 (2)

Listing 2: Usage of Associated Components (2)

...

<div id=’informationArea’ ... ></div>

...

<button

is=’clm-associated-button’

data-rId=’informationArea’

onmouseover="setRInnerHTML(’Relaxing design’)"

...

>Ambient Web Design</button>

...

(a) Rendering Associated Components.

(b) Displaying associated information.

図 1: Listing 1, 2 の動作

Fig. 1 Behavior of Listing 1 and 2
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表 1: ポインティング・パターンの分類

Table 1 Classification of Pointing Patterns

type cursor position interesting position

type 1 element A element A

type 2 element A element A and B

type 3 element A element B

3.2 Associated Componentsによるポインティング

3.1節での説明のように，Associated Componentsを用

いると，簡潔な記述の HTML プログラムにより複数の

HTML要素の動作の関連づけが可能である．ここでは，要

素の動作の関連づけを，webベースのプレゼンテーション

でのポインティングに用いるための手法を提案する．

ポインティングのパターンを分類するために，HTML

要素の位置を，イベントが発生した要素の位置 (Cursor

Position, CP)および説明において着目している要素の位置

(Interesting Position, IP)に分けて考える．イベントの例

としては，カーソルがその要素をホバーした場合に発生す

るイベントなどがある．基本的なポインティングのパター

ンを CPと IPについて分類すると，表 1のようになる．

タイプ 1は，CPと IPが同じHTML要素の場合であり，

あるHTML要素に発生したイベントに対応して，その要素

自身に動作を関連づける場合である．例えば，あるHTML

要素をカーソルがホバーすることにより，その要素の背景

色を変更する，または，サイズを変更するなどがある．

タイプ 2は，CPにあるHTML要素およびその要素以外

の HTML要素が IPとなる場合である．ある HTML要素

に発生したイベントに対応して，その要素自身およびその

要素以外の要素に動作を関連づける場合である．

タイプ 3は，CPと IPが異なる HTML要素の場合であ

る．ある HTML要素に発生したイベントに対応して，そ

の要素以外の要素に動作を関連づける場合である．

表 1では，1つのイベントが発生した場合について，CP

および IPに着目することによりポインティングの分類を

おこなった．これらの基本パターンを組み合わせることに

より，多様なポインティング・パターンを構成可能である．

例えば，カーソルがある要素をホバーしてからその要素を

離れる場合には 2種類のイベントが発生することになり，

それぞれのイベントにあわせた動作の関連づけが可能であ

る．例えば，カーソルがある要素をホバーするとその要素

の背景色を変更し，カーソルがその要素を離れると背景色

を元に戻すなどがある．

なお，Associated Componentsでは，1つのイベントに

対して複数の HTML要素の動作の関連づけが可能である．

HTML要素のグループを定義することにより，グループに

含まれる各要素を対象として動作を関連づけることも可能

である．

4. 実験と結果の検討

4.1 実装

インターネットなどのネットワーク経由での webページ

を用いたプレゼンテーションにおいて説明内容をグラフィ

カルにポインティングすることを目的として，Associated

Componentsによる HTML要素の動作の関連づけをおこ

なった．webページの HTMLプログラムをプレゼンテー

ションの内容にあわせて作成するというプログラムの作成

形態は，エンドユーザ・プログラミング (EUP) [1] (2.2節)

である．そのためここでは，HTML標準規格に定義される

文法を用いて HTMLプログラムを記述するだけで HTML

要素の動作の関連づけが可能になっている仕組みを中心

として，Associated Componentsの実装について説明する

(詳細は，[6], [7], [8] を参照)．

Associated Componentsの実装では，HTML 標準規格

に定義されるカスタム要素のための機能*5 および shadow

DOMのための機能を用いた*6 [10], [15] ．カスタマイズ

したビルトイン要素*7 のための機能を用いることにより，

HTMLビルトイン要素が備える標準的な機能をAssociated

Componentsに継承しながらAssociated Componentsのた

めの機能の追加をおこなった．これにより，HTMLビル

トイン要素において使用可能な標準的な要素属性に加えて

Associated Componentsのための要素属性を使用可能とな

り，標準的な文法により記述した HTMLプログラムにお

いて Associated Componentsを使用可能となった．また，

グループに所属する要素との動作の関連づけ [6] のため

にグループ木を用いた．そして，Associated Components

をデータ駆動 [7], により動作さるためにデータシート木

を用いた．これらの木構造データの取り扱いの実装には，

自律的カスタム要素のための機能および shadow DOM *8

を用いた．なお，実装のためのプログラミング言語には

JavaScriptを用いた．

*5HTML標準規格に定義されるカスタム要素 (custom elements)

を用いると，カスタマイズした GUI コンポーネントを作成できる．

カスタム要素のことを，Web コンポーネント (Web Components)

と呼ぶことも多い [10] ．
*6これらの機能は，Chrome、Firefox および Edge などのモダン

ブラウザに標準機能として実装されている．
*7HTML標準規格のカスタム要素には，自律的カスタム要素 (au-

tonomous custom element) とカスタマイズしたビルトイン要素

(customized built-in element) がある．
*8shadow DOM は HTML 標準規格において定義される DOM

であり，標準の DOM ツリーとは独立した DOM ツリーである．
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(a) Rendering Associated Components.

(b) Displaying associated information on the hovered element.

図 2: ポインティング・パターン type 1 (cf. Table 1)

Fig. 2 Pointing pattern type 1 (表 1 参照)

リスト 3: 図 2 のコード

Listing 3: Code of Fig. 2.

<button

id=’IPAndCP’

is=’clm-associated-button’

data-rId=’IPAndCP’

onmouseover="setRInnerHTML(’Interesting position’);

setRStyle(’background: rgba( ... );’);"

onmouseout="setRInnerHTML(’Hover me.’);

setRStyle(’background: rgba( ... );’);"

...

>

Hover me.

</button>

4.2 ポインティング・パターン type 1

図 2は，表 1のポインティング・パターンの type 1の例

である．この場合の動作は次のとおりである．

Step 1 ボタン要素をカーソルがホバーすることにより，

ボタン要素にイベントが発生する．そのボタン要素の

位置が，Cursor Position(CP)である．

Step 2 Step 1において発生したイベントにあわせて，そ

のボタン要素は説明のための文字列をその要素に再設

定する．その要素が説明において着目している要素と

なるので，その要素の位置が，Interesting Position(IP)

である．

リスト 3は，図 2の実験に用いた HTMLプログラムの

ボタン要素の記述である．HTMLビルトイン要素のボタ

ン要素に Associated Componentsのための機能を追加す

るために，is属性に clm-associated-buttonを指定して

いる (茶色)．そして，その要素と動作を関連づける要素

(receiver)の IDとして，data-rId属性に IPAndCPを指定

している (緑色)．IPAndCPはその要素の IDなので，自分

自身に対して関連づけた動作をおこなうように設定してい

る．onmouseover属性には，その要素をホバーした場合に

receiverに対しておこなう動作として，文字列および背景

(a) Rendering Associated Components.

(b) Displaying associated information on the hovered element

and another.

図 3: ポインティング・パターン type 2 (cf. Table 1)

Fig. 3 Pointing pattern type 2 (表 1 参照)

リスト 4: 図 3 のコード

Listing 4: Code of Fig. 3.

<button

id=’CP’

is=’clm-associated-button’

data-rId=’CP IP’

onmouseover="setRInnerHTML(’Interesting position’);

setRStyle(’background: rgba( ... );’);"

onmouseout="setRId( ’CP’ );

setRInnerHTML(’Hover me.’);

setRStyle(’background: rgba( ... );’);

setRId( ’IP’ );

setRInnerHTML(’’);

setRStyle(’background: white’);

setRId( ’CP IP’ );"

...

>

Hover me.

</button>

...

<div id=’IP’ ... ></div>

色の設定を指定している (青色)．onmouseout 属性では，

カーソルが離れた場合に receiverをホバーする前の状態に

復元する操作を指定している．

4.3 ポインティング・パターン type 2

図 3は，表 1のポインティング・パターンの type 2の例

である．ボタン要素のホバーにあわせて，そのボタン要素

およびその下側に配置された div要素に文字列および背景

色を設定している．ボタン要素の位置が CPであり，ボタ

ン要素および div要素の位置が IPである．

リスト 4は，図 3の実験に用いた HTMLプログラムの

ボタン要素および div要素の記述である．ボタン要素では，

data-rId属性により receiverの IDに CPおよび IPを指
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(a) Rendering Associated Components.

(b) Displaying associated information on another element.

図 4: ポインティング・パターン type 3 (cf. Table 1)

Fig. 4 Pointing pattern type 3 (表 1 参照)

リスト 5: 図 4 のコード

Listing 5: Code of Fig. 4.

<button

id=’CP’

is=’clm-associated-button’

data-rId=’IP’

onmouseover="setRInnerHTML(’Interesting position’);

setRStyle(’background: rgba( ... );’);"

onmouseout="setRInnerHTML(’’);

setRStyle(’background: white’);"

...

>

Hover me.

</button>

...

<div id=’IP’ ... ></div>

リスト 6: リスト 5 のデータ駆動版

Listing 6: Data-driven version of Listing 5.

<clm-associated-data-sheet>

#CP{

data-rId: "IP";

onmouseover:"setRInnerHTML(’Interesting position’);

setRStyle(’background: rgba( ... );’);";

onmouseout: "setRInnerHTML(’’);

setRStyle(’background: white’);";

}

</clm-associated-data-sheet>

定している (緑色)．CPおよび IPは，それぞれボタン要素

および div要素の IDである．自分自身を含めた複数の要素

との動作の関連づけを設定している．onmouseout属性で

は，カスタム・イベント・ハンドラ setRIdにより receiver

を変更しながら，ホバーする前の状態に復元している．

4.4 ポインティング・パターン type 3

図 4は，表 1のポインティング・パターンの type 3の例

である．ボタン要素のホバーにあわせて，ボタン要素の下

側に配置された div要素に文字列および背景色を設定して

いる．ボタン要素の位置が CPであり，div要素の位置が

IPである．

リスト 5は，図 4の実験に用いた HTMLプログラムの

ボタン要素および div要素の記述である．ボタン要素では，

data-rId属性により receiverの IDに IPを指定している

(緑色)．IPは，div要素の IDである．他の要素との動作

の関連づけを設定している．

リスト 6では，リスト 5のデータ駆動版である．head部

の clm-associated-data-sheet要素に，カスタム属性な

どを記述している (3.1節を参照)．

4.5 プレゼンテーションのコンテクストの反映

図 5は，プレゼンテーションのコンテクストを反映した

ポインティングの例である．ボタン要素とその下側に配置

した td要素の動作を，次のように関連づけた．

(a) ボタン要素および td要素をレンダリングする．

(b) ボタン要素をカーソルがホバーすることにより，td

要素での表示を拡大する．ボタン要素の位置が CPで

あり，td要素の位置が IPである．

(c) カーソルを移動して，td要素をホバーする．td要素

をグラフィカルにハイライトする．td要素の位置が

CPおよび IPである．

(d) カーソルが td要素から離れると，(a)の状態を復元

する．

ここで想定されるプレゼンテーションのコンテクストは，

例えば次のような場合である．

(a) ボタン要素にはキーワードが表示され，td要素には

キーワードの説明が表示されている．説明を開始する．

(b) これから説明するキーワードが何かを述べる．

(c) キーワードの説明をする．

(d) 説明を終了する．

この例では，(b)から (c)へのプレゼンテーションの進行

にあわせて CPが変更される．また，(b)と (c)では IPの

ハイライトの方法を変更することにより，(b)から (c)へ

の移行をグラフィカルに印象づけている．

なお，HTMLビルトイン要素にAssociated Components

のための機能を追加するためには，ボタン要素では is属

性に clm-associated-buttonを指定するが，td要素では

is属性に clm-associated-tdを指定する．
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(a) Rendering Associated Components.

(b) Enlarging the font size of interesting element.

(c) Highlighting the interested element with another way.

(d) Restoring the appearances of the interested element.

図 5: プレゼンテーションのコンテクストの反映

Fig. 5 Reflecting the context of presentation

リスト 7は，図 5の実験に用いた HTMLプログラムで

の動作の関連づけの記述の部分である．ここでは，head

部の clm-associated-data-sheet要素に，関連づけを定

義している．要素 IDが CPであるボタン要素については，

data-rId属性により receiverの IDに IPを指定している

(緑色)．onmouseover属性により，カーソルでホバーした

場合の動作として，背景色およびフォントサイズの設定

をおこなっている．なお，背景色には非常に薄い色を用

いている．以上により，(b) の動作の関連づけの設定が

おこなわれる．要素 IDが IPである td要素については，

data-rId属性により receiverの IDに IPを指定している

(緑色)．onmouseover属性では，ボタン要素と同様の定義

をおこなっている．これにより，(c)の動作の関連づけのう

ちの背景色およびフォントサイズの設定が定義される．縁

取りによりハイライトする動作は，td要素が使用している

CSSの classで定義されている．Associated Components

を使用する HTMLプログラムでは，HTML標準規格に定

義される文法を自由に使用できる．そのため，CSSについ

ても，Associated Componentsと組み合わせて使用可能で

ある．

リスト 7: 図 5 のコード

Listing 7: Code of Fig. 5.

<clm-associated-data-sheet>

#CP{

data-rId: "IP";

onmouseover: "setRStyle( ’background-color: ... ; \

font-size: 32px; ’ );";

}

#IP{

data-rId: "IP";

onmouseover: "setRStyle( ’background-color: ... ; \

font-size: 32px;’ );"

onmouseout: "setRStyle(’background: white; \

font-size: 28px;’ );";

}

</clm-associated-data-sheet>

4.6 検討

4.2, 4.3, 4.4節の実験結果から，Associated Components

を用いて HTML要素の動作を関連づけることにより，表

1に示す各ポインティング・パターンを実現できることが

分かる．図 2, 3, 4 からは，各パターンを用いた具体的な

動作を確認できる．Associated Componentsのためのカス

タム要素属性を HTMLビルトイン要素に指定するだけで，

HTML要素の動作を連携させることが可能であることを，

リスト 3, 4, 5 から確認できる．また，HTMLビルトイン

要素と Associated Componentsを混在させてシームレス

に使用可能であることが分かる．リスト 5のデータ駆動版

であるリスト 6からは，複数の HTML要素の動作の関連

づけのためのカスタム属性を head部に局所的に記述可能

であることが分かる．

4.5節からは，表 1の基本的ポインティング・パターン

を組み合わせることにより，プレゼンテーションのコンテ

クストにあわせたポインティングのためのコンポーネント

を構成可能であることを確認できる (図 5)．リスト 7に示

すように，複数のパターンを組み合わせたポインティング

を実現するための複雑な動作の関連づけを簡潔に記述可能

である．そして，ポインティングのための HTML要素の

動作に冗長性をもたせることにより，プレゼンテーション

をおこなう場面にあわせてポインティングに用いるHTML

要素の動作を選択可能なような動作の関連づけを構成可能

であることが分かる．

HTML標準規格に含まれるカスタム要素のための機能

は比較的新しい機能であり，その研究・開発は始まった

ばかりである．それを用いたソフトウエアの新しいメカ

*9Polymer[5] を用いると，HTML 標準規格のカスタム要素の機

能を用いる JavaScript のプログラムを簡略化できる．
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ニズムについて研究することは非常に興味深いことであ

る．既存研究には，JavaScriptプログラムを簡略化するた

めの手法の開発*9 ，および，独自の DSL(Domain Specific

Languages)を用いた研究*10 などがある．

Associated Componentsの特徴は，HTML プログラム

を記述することにより，複数の HTML要素の連携動作を

用いた関連づけられた情報の提示が可能という点である．

依存関係が小さく可読性および保守性の高いプログラム

を作成可能である．プレゼンテーションでのポインティン

グ・パターンの試行錯誤を繰り返す場合には，Associated

Componentsが提供する動作の関連づけのための抽象的な

記述方法が有効である．

5. おわりに

webページを用いたプレゼンテーションを目的として，

既提案の Associated Componentsによるポインティング

手法を提案した．グラフィカルなポインティングについて

基本的パターンの分類をおこない，各パターンでの実装に

より動作を確認した．また，基本的パターンを組み合わせ

ることにより，プレゼンテーションのコンテクストを反映

したポインティングのパターンを示した．視覚的に明瞭な

ポインティングが可能であることから，説明内容の理解を

容易にするための有効な手法であるといえる．

今後の課題には，多様なポインティングのパターンへの

対応，コンポーネントの関連づけの可視化手法に関する研

究などがある．
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